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このガイドを参照して、Apple Watch Series...
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はじめにはじめに

このガイドを参照して、Apple Watch Series 4の消耗したバッテリーの交換をします。

このガイドでは、スタンダードGPSバージョン用の修理ガイドですが、セルラー/LTEバージョンの
作業内容も類似しています。

安全上の理由から、安全上の理由から、Apple Watchの解体を始める前に、バッテリー残量をの解体を始める前に、バッテリー残量を25％％以下まで放電してく以下まで放電してく

ださい。ださい。 作業中、アクシデントでバッテリーにダメージを与えてしまうと、熱に伴う危険が潜んで
います。

バッテリーが膨張している場合は、適切な方法で処理してください。

ディスプレイ開口作業中、Apple WatchのForce Touchガスケットにダメージを与えてしまうことが
あります。ガスケットのレイヤーを外してしまった場合は、新しいForce Touchガスケットに交換
しなければなりません。

デバイスを再組み立てする際は、コンポーネントを密封するために交換用の接着剤交換用の接着剤が必要です。

ツールツール:

Safety Glasses (1)
ESD Gloves (1)
iOpener (1)
iFixit Opening Picks (Set of 6) (1)
iFixit Opening Tool (1)
Tweezers (1)
Curved Razor Blade (1)
Tri-point Y000 Screwdriver (1)
Spudger (1)
Isopropyl Alcohol 70% (1)

部品部品:

Apple Watch (40 mm Series 4) Battery (1)
Apple Watch (44 mm Series 4) Battery (1)
Apple Watch (40 mm Series 4/5) Adhesive
Strip (1)
Apple Watch (44 mm Series 4/5) Adhesive
Strip (1)
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https://jp.ifixit.com/Wiki/What_to_do_with_a_swollen_battery
https://www.ifixit.com/products/safety-glasses
https://www.ifixit.com/products/esd-gloves
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/curved-razor-blade
https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.amazon.com/Amazon-Brand-Isopropyl-Antiseptic-Treatment/dp/B07NFVQCJP/ref=sr_1_1_ffob_sspa?crid=1A5JAUU7YZ9L7&keywords=isopropyl%252Balcohol%252B70%252Bpercent&qid=1682554580&sprefix=isopropyl%252Caps%252C134&sr=8-1-spons&spLa=ZW5jcnlwdGVkUXVhbGlmaWVyPUExMzFHMjFDN09UVEE3JmVuY3J5cHRlZElkPUEwMTI0ODE3MzJFVkE1SVk3R1gyTiZlbmNyeXB0ZWRBZElkPUEwNTYzNDc1UFA2MkkxSzhWTTZXJndpZGdldE5hbWU9c3BfYXRmJmFjdGlvbj1jbGlja1JlZGlyZWN0JmRvTm90TG9nQ2xpY2s9dHJ1ZQ&th=1
https://www.ifixit.com/products/apple-watch-40-mm-series-4-replacement-battery
https://www.ifixit.com/products/apple-watch-44-mm-series-4-replacement-battery
https://www.ifixit.com/products/apple-watch-40-mm-series-4-5-adhesive-strip
https://www.ifixit.com/products/apple-watch-44-mm-series-4-5-adhesive-strip


手順手順 1 — ディスプレイを開口します。ディスプレイを開口します。

 

修理を始める前に、デバイスをチャージャーから外して、電源を切ります。

タッチスクリーンが破損していて、電源を切れない場合は、こちらの代用方法で電源を切り

ます。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E7%25A0%25B4%25E6%2590%258D%25E3%2581%2597%25E3%2581%259F+Apple+Wache%25E3%2581%25AE%25E9%259B%25BB%25E6%25BA%2590%25E3%2582%2592%25E5%2588%2587%25E3%2582%258B%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/125834


手順手順 2 — 安全要件安全要件

  

スクリーンとWatch本体の間の隙間は非常に狭いため、鋭利なブレードを使ってこの二つを乖
離させなければなりません。作業を始める前に、次の注意書きをよく読んでください。作業を始める前に、次の注意書きをよく読んでください。



作業中、ナイフから完全に指を離して指先を保護してください指先を保護してください。不安な方は、ナイフを

持っていない側の手をレザーグローブやガーデニング用グローブを着用してください。



強いプレッシャーを本体に与えないようにご注意ください強いプレッシャーを本体に与えないようにご注意ください。ナイフがスリップしてしま

い、怪我をしたりWatchにダメージを与えてしまうことになります。


保護メガネを着用してくださいを着用してください。ナイフもしくはガラスが割れてしまうと、破片が飛び散

ることがあります。



Watch用ハンドの有無によってコントロール加減が変わる場合は、作業がやりやすい様に着用
する、もしくは外してください。
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https://www.ifixit.com/products/safety-glasses


手順手順 3

iOpenerを準備して(もしくはヘアド
ライヤーやヒートガン）Watchの
ディスプレイに留められた接着剤を

柔らかくするため、ディスプレイ表

面にのせて温めます。



スクリーンが完全に温まり、ケー

スを固定している接着剤が柔らか

くなるまで、iOpenerをデバイス
上に少なくとも2分間置きます。



ディスプレイの接着剤を十分に柔ら

かくするには、iOpenerを複数回に
渡って温めて、作業を繰り返す必要

があります。



手順手順 4

  

ディスプレイと外ケースの間の薄い隙間にカーブしたブレードの先端を載せます。 デジタル
クラウンに最も近いディスプレイの短辺側から始めます。



隙間にしっかりとまっすぐ押し込みます。

差し込んだら、ブレードを傾けながらディスプレイを少し持ち上げます。

Force Touchセンサーへのダメージを防ぐため、ナイフを2 mm以上挿入しないでくださ
い。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/11677


手順手順 5

 

カーブしたブレードで小さな隙間が開いたら、ブレードを取り外して開口ツールの先端を隙

間に差し込みます。



親指をピボットのようにして、開口ツールを隙間に押し込み、ディスプレイを少し持ち上げ

ます。



まだディスプレイを完全に開いたり切り離したりしないでください。
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手順手順 6

  

Force Touchタッチセンサーは、Watch本体ではなく、ディスプレイフレームに装着している
ものがあります。 この場合、ディスプレイの下に開口ピックを挿入し、Force Touchガスケッ
トをディスプレイから慎重に離してください。



Force Touchガスケットを再利用するには、ディスプレイ端の下を慎重にこじ開けます。
ディスプレイを持ち上げた際に、Force Touchガスケットが剥がれてしまう場合や、ガス
ケットのレイヤーが外れる場合は、Force Touchガスケット自体を交換しなければなりませ
ん。



Force Touchガスケットとディスプレイ間の接着剤を剥がすため、ディスプレイ周辺に開口
ピックをスライドします。



コンポーネントにダメージを与えないように、開口ピックを2 mm以上差し込まないでくだ
さい。



Page 7 of 17



手順手順 7

  

ディスプレイケーブルを引っ張らないようにするには、ディスプレイを完全に開かないこと

です。



ディスプレイを45度まで最大限に開きます。ピンセットを使ってディスプレイとForce Touch
ガスケットの間の接着剤を剥がします。



ディスプレイケーブル周辺と裏に貼られた接着剤を綺麗に剥がします。接着剤は交換しなけ

ればならないため、作業を簡単にするために接着剤を切断することも可能です。



Watchの再組み立ての際は、この時点に戻ってきて、デバイスの再シール方法を参照して作業
を続けてください。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2587%25E3%2583%2590%25E3%2582%25A4%25E3%2582%25B9%25E3%2581%25AE%25E5%2586%258D%25E3%2582%25B7%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25AB%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/134081#s265984


手順手順 8 — バッテリーバッテリー

 

バッテリーを取り出すのに十分なスペースができるまで、慎重にスクリーンを後ろ側に開き

ます。



スクリーンを後ろに折りたたむときにディスプレイケーブルに張力をかけないでくださ

い。



開口ピックをバッテリーとTaptic Engineの間に差し込みます。

通常の開口ピックは、Apple Watch Series 4の44mmバージョンで対応できます。ただし
40mmバージョンを作業中、十分なスペースがない場合は、ハサミで開口ピックをカスタ
マイズしてサイズを調整してください。
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https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/4juulZTqFTclpKur.full


手順手順 9

  

バッテリーの端に沿って開口ピックをスライドして、接着剤を緩めます。

バッテリーに使用されているのは柔らかい接着剤です。 ただし、バッテリーをこじ開けに
くい場合、温めたiOpenerをWatchの背面に置いて、接着剤を柔らかくします。 iOpener
は、少なくとも2分間のせてください。



一定の安定した力で、バッテリーをゆっくりと持ち上げ、システムボードに固定している接

着剤から離します。



ディスプレイケーブル、特にバッテリーの一角を覆っているForce Touchケーブルに注意して
ください。



バッテリーを損傷した場合、発火する危険性があるため、バッテリーに穴を開けたり変形さ

せないでください。



まだバッテリーを外さないでください。 Watchのアセンブリに繋がったままです。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/25705


手順手順 10

 

75度の角度までバッテリーを慎重に持ち上げます。

ピンセットを使って、バッテリーコネクタを覆っているメタルプレートから黒いステッカー

を剥がします。



手順手順 11

Y000(1.2mm)ネジを外します。
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手順手順 12

 

ピンセットを使って、バッテリーコネクタを覆っているメタルプレートを外します。

手順手順 13

 

スパッジャーの先端を使って、バッテリーフレックスケーブルの接続を持ち上げて、外しま

す。
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手順手順 14

 

バッテリーを外します。

新しいバッテリーを装着する前に、バッテリーについている保護ライナーを剥がしてくだ

さい。



破損したり変形したバッテリーを再インストールしないでください。潜在的な危険が潜んで

います。



古いバッテリーを再利用する場合は、接着剤を再利用して、バッテリーを固定してくださ

い。あるいは、イソプロピルアルコールと糸くずの出ない布で古い接着剤を取り除

き、Tesa 61395などの両面テープの小片、またはE6000などの液体接着剤を少量使用しま
す。
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https://www.ifixit.com/products/tesa-61395-tape
https://www.ifixit.com/products/e6000-adhesive-glue


手順手順 15 — ディスプレイ用接着剤ディスプレイ用接着剤

 

次の手順では、Watchを再シールするための準備として、交換用接着剤を塗布する方法につい
て説明します。



綿棒に少量の高濃度イソプロピルアルコール(90％以上)を塗布するか、クリーニングパッドを
使用して、Force Touchガスケットの上に残っている接着剤を丁寧に取り除きます。



ディスプレイケーブルが通っている端の接着剤を取り除くには、ディスプレイを折りたた

み、フレームから慎重に引き離して、クリーニングに十分なスペースを確保します。
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https://www.ifixit.com/products/adhesive-cleanup-kit-set-of-12


手順手順 16

 

Apple Watchを裏側して、ディスプレイを水平にして、ケースを持ち上げます。

ディスプレイ裏面の、残りの接着剤を除去してください。

手順手順 17

ピンセットを使って、交換用の接着

剤からブルーの保護フィルムを慎重

に剥がします。
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手順手順 18

 

Force Touchガスケットをディスプレイ上に対して対角に持ちます。

ディスプレイをわずか手前に傾けます。Force Touchガスケットとフレームの位置が揃いま
す。



Force Touchガスケット上部に交換用の接着剤を配置します。

手順手順 19

スパッジャーの先端を使って、接着

剤を装着する位置を調整したら、押

さえて固定します。



再組み立てが終わったら、 こちら
のガイド を参照して、Watch本体を
密封させましょう。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2587%25E3%2583%2590%25E3%2582%25A4%25E3%2582%25B9%25E3%2581%25AE%25E5%2586%258D%25E3%2582%25B7%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25AB%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/134081


Apple Watch Series 4を再組み立てするには、バッテリーを再装着するために、このインストラク
ションを逆の順番に従って作業を進めてください。

バッテリーの最適化のために、この手順を完了後、新しく搭載したバッテリーの残量を調整してくバッテリーの最適化のために、この手順を完了後、新しく搭載したバッテリーの残量を調整してく

ださい。ださい。 100%まで充電したら、そのままプラグに繋いだまま、さらに2時間充電状態にします。そ
れから自動的にシャットダウンするまで放電させて、中断なく一気に100％まで充電してくださ
い。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手く進みませんか？トラブルシューティングとして、アンサーコミュニティを参照してく
ださい。
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file:///Wiki/E-Waste
https://www.ifixit.com/Answers/Device/Apple%20Watch%20Series%204
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